
 

    

５年に一度、全員参加の統計調査 

国勢調査は、日本国内に住む全ての人（外国人含む）及び世帯を対象とする

国の最も基本的で重要な統計調査です。 

大正 9 年から 5 年ごとに実施され、令和７年国勢調査は 22 回目の調査と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ スマホ・タブレットにも対応したインターネット回答でかんたん便利に！ 

令和７年調査においても、インターネットからの回答にご協力をお願いいた

します！（QRコードを読み取るだけでログイン情報が自動入力） 

 

■ 令和７年国勢調査大阪府実施本部組織図 

 

令和７年国勢調査の概要 

■ 調査の期日：令和７年 10月 1日（水曜日）午前零時現在 

■ 調査の対象：日本国内に住んでいる全ての人（外国人を含む）及び世帯 

【本府においては、約 430万世帯・8７７万人が対象】 

■ 調査項目： 

男女の別、出生の年月、就業状態、世帯の種類、住居の種類など計 17項目 

■ 調査結果の利用： 

・法定人口としての利用 

衆議院小選挙区の改定、地方交付税の交付額の算定など 

  ・行政施策の基礎資料としての利用 

人口減少や少子高齢化対策、防災計画の策定、地域活性化など 

■ 調査の流れ： 

令和７年９月下旬頃、調査員（総務大臣が任命する非常勤の国家公務員）が各世

帯を訪問し、調査書類を配付します。インターネットで、回答いただくか、紙の

調査票を郵送又は調査員に提出いただくかのいずれかの方法により、ご回答いた

だけます。 
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